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はじめに
降り積もった純白の雪一面に，胡麻を散りばめた
ように小さく黒いものが動くのを見ることがある。
これらは「雪虫」と言われるトビムシ・カワケラ・
ユスリカ等微小昆虫の集団である（写真’～6）。特
に，春先のザラメ雪のころ樹幹と雪の隙間から出入
りするトビムシが多い。陽が昇ると，また天候が晴
れてくると虫類が出現し，雪上で活発に活動するの
が見られる。しかし，雪・雨や曇って陽が陰ったり，
夕暮れになると消えるように虫はいなくなる。これ
らトビムシ類に気温と照度等による日周期行動が見
られるようである（須摩,1976)。
トビムシは，体長,～3mm程度の微小昆虫で，昆
虫とは言え「超」がなく，ジャンプするだけの「無
迩昆虫類」のグループに入る。この小さな昆虫の生
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息場所は''1畠広く，山頂から海岸まで，熱帯から極地
まで，どこにでもいる。主な生息場所は地中・地表
面で，ここでは個体数が著しく多く，森林土壌では
1㎡に数万個体が生息する。今回採集したところは，
トビムシが一時期に出現する雪上で，雪上は虫にとっ
て特殊な環境であるためトビムシは特定種に限定さ
れる。
これまで，雪上・雪渓トビムシの報告は少なく，
Yosii（1938,1939,196lb)，吉井（l961a)，Yoshii
(1990)，UchidaandFUjita（1968)，須摩（1976)，
Sawahata（2005a,b）らがそれぞれの地域で，分布・
形態・生態的な報告がある。
今回の報告は筆者の一人根来が，本州（日本海側）
の多雪地帯（山形県・新潟県・長野県・富山県・福
井県・石川県・鳥取県）の雪上・雪渓トビムシ類を
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採集したものである。その結果いくつかの知見が得
られたので報告する。
採集方法
採集方法は「見つけ取り方法」である。雪の上や
道路を歩行しながら，足元の雪上もしくは道路脇の
雪上に見られたトビムシ類を採集した。今回は雪上
のセッケイカワゲラ類の採集調査時に併せてトビム
シ類を採集したものである。発見したトビムシは，
ピンセットの先にアルコール液を付け，トビムシ個
体上に滴下し，虫の行動を一時的に麻癖させた後，
ピンセットで挟み70～80％アルコールを満たし
た管瓶中に投入し，固定保存した。この見つけ取り
方法は，効率的と言えないが，ピンセットとアルコー
ル入り管瓶以外の採集用具を必要としない，簡便な
方法である。トビムシ類は通例雪上に多数の個体が
見られたが，大きさ・体色・形態で区別できたいく
つかのグループ°に分け，個々に数個体ずつ採集し，
それらは一箇所では合計して，数個体～数十個体を
採集した。一カ所での採集時間は一定しないが，お
およそ昼間2時間程度である。
なお，トビムシ類の雪上への進出・活動は，道路
脇や樹木のまわり等一部地面が現れたところから，
また隙間から這い上がってきたものと考えられる。
固定保存したトビムシ類は，持ち帰り，封入剤と
して「ホイヤー液」を使いプレパラート標本を作製
した。黒い体色の個体が多いので1部個体を封入す
る前に脱色して標本を作った。また，大きい個体は
ホールスライドを使い個体の潰れを抑えた。他の小
さい個体はフラットなスライドグラスを使った。す
べての採集トビムシはプレパラート標本とし，その
枚数は63枚（No.9630～9692）になった。なお，標
本の保管は富山市立科学文化センターと筆者の一人
須摩である。
採集地と採集日
今回の採集地は富山県外6県の10箇所（図1－1〉
と，富山県内が13箇所（図1－2）の合計23箇所
である。同じ地点を数回採集したところもある。以
下その採集地23箇所の概要と延べ33回の採集日を
記す。その記載順は，図1－1と1－2の番号と一
致する通し番号：県・市町村他，おおよその標高
(、)，採集地の雪の状態とその採集日の順である。
トビムシ採集者はすべて筆者の一人の根来である。
l：山形県朝日町田麦俣，標高400m，渓谷内の除雪
された林道脇の雪上，2006年3月16日
2：山形県小国町五味沢，標高300m，河川沿いの除
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雪された林道脇の雪上，2006年3月15日
3：新潟県妙高高原杉野沢，標高800m，河川沿いの
除雪された林道脇の雪上，2006年2月25日
4：新潟県糸魚川市上路，標高200m，河川沿いの除
雪された林道脇の雪上，2006年1月28日
5：長野県駒ヶ根市新大田切発電所，標高1,000m，
河川沿いの除雪された林道脇の雪上，2004年2月
10日
6-7：富山県朝日町境～大平，標高10m～100m，河
川沿いの除雪された林道脇の雪上，2006年1月
28日・2002年2月16日
8：富山県上市町逢沢～伊折，標高300m，河川沿い
の除雪された林道脇の雪上，2006年2月14日
9：富山県上市町大岩，標高300m，渓谷内の除雪さ
れた林道脇の雪上，2006年2月14日，（写真
4,5,6）
10：富山県立山町藤橋，標高500m，河川沿いの除
雪された林道脇の雪上，2006年3月7日(写真1,2,
3）
10-11：富山県立山町藤橋～桂台，標高500m～700m，
河川沿いの林道の雪上，2004年1月18日・2004
年2月19日
|司：同上，河川沿いの除雪された林道脇の雪上，
2004年3月9日。2004年3月23日
11：富山県立山町桂台，標高700m，河川沿いの林
道の雪上，2005年1月6日
12：富山県立山町立山弥陀ケ原姥が懐標高1,900m，
谷間の残雪上の落枝落葉下，2003年5月21日．
2003年6月2日・2003年6月l6H
l3：富山県立山町立山浄土沢，標高2,300m，雪渓上
の落枝落葉下，2003年7月13日
14：富山県立山町立山タンボ平，標高2,000m，雪
渓上の落枝落葉下，2003年5月13日・2003年
6月3日
15：富山県井波町閑乗寺，標高300m，河川沿いの
林道の雪上，2004年2月1日・2005年1月23日
16：富|｣｣県矢部市久利須，標高200m，河川沿いの
除雪された林道脇の雪上，2005年2月14日
17：富山県平村相倉，標高400m，除雪された林道
脇の雪上，1996年2月28日
18：富山県平村梨谷，標高600m，渓谷内の除雪さ
れた林道脇の雪上，1994年2月8日・2003年3月
16日
19：石川県鳥越村阿手～三ツ瀬，標高300m，河川
沿いの除雪された林道脇の雪上，2003年1月18
日
多雪地域（本州日本海側）の雪上トビムシ
ｿ菱〃
銀
●2胃〃
談
広
02“k"L◎ク
図1－1採集地（富山県以外）
l：山形県朝日町田麦俣、2：山形県小国町五味沢、3：新潟県妙高高原杉野沢、4：新潟県糸魚川市上路、5：長野県駒ケ根市新大
田切発電所、19：石川県鳥越村阿手～三ツ瀬、20：石川県河内村内尾～奥池、21：石川県白峰村谷峠、22：福井県今庄町板取～
孫谷、23：烏取県若桜町氷ノ山スキー場．
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図1－2．採集地（宮山県）
6-7：富山県朝日町境～大平、8：富山県上市町逢沢～伊折、9：富山県上市町大岩、10：富山県立山町藤橋、10-11：富山県立山町
藤橋～桂台、11：富山県立山町桂台、12：富山県立山町立山弥陀ヶ原姥が懐、13：富山県立山町立山浄土沢、14：富山県立山町
立山タンボ平、15：富山県井波町閑乗寺、16：富山県小矢部市久利須、17：富山県平村相倉、18：富山県平村梨谷
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20：石川県河内村内尾～奥池，標高300m，渓谷内
の林道の雪上，2002年2月8日
21：石川県白峰村谷峠，標高6()0m，除雪された林
道脇の雪上，2002年2月25日
写真1立山町藤橋から上流を望む(2006年3月7日）
蕊難鍵蕊 #蕊
溌舗惑魂
写真2藤橋の雪上のトビムシ類（同上〉
蕊
蕊灘
蕊譲
写真5 藤橋の雪上のトビムシ類（同上）
5唾
22：福井県今庄町板取～孫谷，標高300m，河川沿
いの除雪された林道脇の雪上，2006年2月12日
23：鳥取県若桜町氷ノ山スキー場，標高7()0m，河
川沿いの除雪された林道脇の雪上，2004年2月
25日
難
蕊灘 耀
蕊
写真4上市町大岩の渓流沿いの雪上（2006年2月14日；
蕊灘蕊
写真5大岩の雪上のトビムシ類（同上〉
写真6大岩の雪上のトビムシ類（↑はセッケイカヮケ
ラ類)(同上）
多雪地域（本州日本海側）の雪上トビムシ
表1．調査地別のトビムシ種と個体数
トビムシ種と個体数
ムラサキトビムシ科
H〔/､：カッショクヒメトビムシH6．：ボクシヒメトビムシ〃．／・：イタヤムラサキトビムシ
ツチトビムシ科
4．P．：ケントビムシG･『．：カバイロユキノミP．6．：ババユキノミP．p・：サヤツメトビムシ
ノ.y、：クロユキノミ
トゲトビムシ科
7，c、：デカトゲ､トビムシ
(No.は地図番号と同一である｡）
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調査針
山形県朝日町田麦股
山形県小国町五味沢
新潟県妙高高原杉野択
新潟県糸魚川市上路
長野県駒ヶ根市新大田切発電ロ
富山県朝日町境～大平
同上
富山県上市町逢沢～伊抄
富山県上市町大え
富'11県立山町藤棉
富山県立山町藤橋～桂程
同上
同上
|司-t
富山県立山町桂浩
富山県立山町立山弥陀ヶ原姥が怪
同－1
同_i
同-1
富山県立山町立ll-l浄土ガ
畠山県立山町立I-llタンボ瓦
|司一
富山県井波町閑乗寺
同一
富山県小矢部市久利須
富山県平村相倉
富山県平村梨捨
同上
石川県鳥越村阿手～三ツij
石川県河内村内尾～奥拙
石川県白峰村谷峠
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結果と考察
今回，雪上や雪渓上から採集されたトビムシは以
下の3科9種である。
ムラサキトビムシ科Hypogastruridae
カッショクヒメトビムシfかpog“""'α
にe,arQp/"se/勿咋"jsα"αYosii，1956
ボクシヒメトビムシfかpog“""'a（団やog“""'匪
加k"sjYosii'1961
イタヤムラサキトビムシf"pog“""'a（fかpog“""”）
〃のaKinoshita，1916
ツチトビムシ科Isotomidae
ケントビムシAgre"jα”“α町ellberg，1986
カバイロユキノミG『α"加加",αrα卿/e〃（Folsom、
1937）
ババユキノミPj”o"ycﾙe//a6a6mYosii，1939
サヤツメトビムシP花”砂c方e"αpeゆ"/c〃αB6mer、
1909
クロユキノミD“o"α”""O脚』（Yosii，1939）
トゲトビムシ科Tomoceridae
デカトケトビムシ7b脚oce"‘s（Tb碗ocer"s）c"””“
B6mer，1909
23箇所，延べ33回の調査地点の雪上や雪渓から採
集されたトビムシは907個体であった（表l)。一番
多い種は，ツチトビムシ科のクロユキノミの521個
体で全体の574％を占めた。次に同科のケントビム
シの229個体で，252％，3番目も同科のババユキノ
ミの92個体で，101％であった。この3種で全体の
928％占めた。また，クロユキノミとケントビムシ
は延べ33回の調査地のうちそれぞれ26，23ヶ所調
査地から採集され，ババユキノミは8ヶ所調査地か
ら採集された。残り6種の個体数は全体の72％で少
なく，その上調査地の1～6箇所でしか採集されなかっ
た。このことからツチトビムシ科のクロユキノミ・
ケントビムシ・ババユキノミの3種が雪上トビムシ
と言える。
調査地点別の種数では，富山県上市町逢沢～伊折
の5種で，次に富山県朝日町境～大平と富山県上市
町大岩の4種であった。2種だけのところが1番多く，
平均すると22種であった。1種だけのところが8箇
所あった。これらから，雪上はトビムシ種数の少な
い特殊な環境であることが分かる。
これらの結果から以下数項目に分け考察する。
の全種が採集された。この中で特に多い種はクロユ
キノミが457個体で,この種の87.7％をこの地で占
めた。次にケントビムシの112個体であった。なお，
ムラサキトビムシ科の3種とツチトビムシ科のカバ
イロユキノミは富山県のみで，他県から採集されな
かった。しかし，これら4種は長野県，新潟県でこ
れまで雪上から記録されている（吉井,l961a，Sawa‐
hata,2005a,b)。次に多い県は，山形県が97個体，石
川県が52個体，福井県が36個体の順であった。ま
た，種数は烏取県を除き5県は3種であった。今回
の調査から雪上トビムシの分布が従来の知見より広
がり，地理的分布解明の一助になった。
2．トビムシ種と個体数の季節的変化
今回の調査は1月から7月まで実施された。全ト
ビムシ個体の季節的変化は，1月のトビムシ個体数
が86個体で始まり2月で個体数が417個体のピーク
になり，その後は徐々に減少した（表3)。これらは
雪の消失と共にトビムシの発見ができなくなったも
ので，雪の消失後は地表・地中生活にトビムシが移
行したことを意味している。夏季は雪渓の残る高山
帯で採集された。
種ごとに見ると，クロユキノミは，全個体数と大
体一致するが，山岳地において5月に2度目のピー
クがあった。これはこの種の分布が広いこと消長が
長いことを示す。ケントビムシは3月にピークがあ
り，前種より少し遅れてピークになった。ババユキ
ノミは1月から3月まで，特に2月に集中した。この
トビムシは雪との結びつきが多いことから，低温環
境への適応が窺える。それに対してムラサキトビム
シ科のボクシヒメトビムシ，ツチトビムシ科のサヤ
ツメトビムシ，カバイロユキノミとトゲトビムシ科
のデカトゲトビムシの4種も1月2月に集中している
が，今回個体数が少なく，その上この4種は夏期間
に土壌表面からよく採集されることから，前種のバ
バユキノミとははっきり違う。ムラサキトビムシ科・
のイタヤムラサキトビムシとカショクヒメトビムシ
は，夏期間に土壌中からよく抽出される種で，雪と
の結びついは少ない。
3．トビムシの標高別分布
今回の調査地点を標高別に次の3地帯に分けた。
（）は採集回数を示す（表4)。
平地帯：標高0～400m（採集回数14回）
山地帯：標高500～1,00()、（同12回）
山岳帯：標高1,90()～2,300m（同7回）
l県別の種とその個体数
県別では，富山県が668個体で，全トビムシ個体
数の73.6％を占めた（表2)。これは調査地が13箇所，
延べ23回の調査回数から当然である。種も3科9種
?
多雪地域（本州日本海側）の雪上トビムシ
表2．県別のトビムシ種と個体数
ツチトビムシ科 ﾄｹﾄピﾑｼ科ムラサキトビムシ科
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H〃.：カッショクヒメトビムシ，〃､6．：ボクシヒメトビムシ，Hj．：イタヤムラサキトビムシ，Ap．：ケントビムシ，
G､ノ..：カバイロユキノミ，P､6．：ババユキノミ，P.〃．：サヤツメトビムシ，Iy．：クロユキノミ，、c、：デカトゲ．トビムシ
表3．トビムシ種と個体数の季節変化
ツチトビムシ科 ﾄｹﾄピﾑｼ科ムラサキトビムシ科
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〃.‘：カッショクヒメトビムシ，H6．：ボクシヒメトビムシ，〃.』､：イタヤムラサキトビムシ，4．p、：ケントビムシ，
G『.：カバイロユキノミ，P､6．：ババユキノミ，P.p、：サヤツメトビムシ，／､）ﾉ．：クロユキノミ，正c，：デカトゲ､トビムシ
表4．標高別トビムシ種と個体数
ツチトビムシ科ムラサキトビムシ科 ﾄｹﾄビﾑ銅
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凡例：カッショクヒメトビムシ，〃6．：ボクシヒメトビムシ，Hi．：イタヤムラサキトビムシ，盛4.p、：ケントビムシ，
G・灰：カバイロユキノミ，P､6．：ババユキノミ，P.p，：サヤツメトビムシ，ノ.y､：クロユキノミ，zc.：デカト'ゲトビムシ
表5．雪上状態別トビムシ種と個体数
ツチトビムシ科．ムラサキトビムシ科 ﾄｹﾄビﾑj科
/ヘ三一＋
にゴロ皇雪の状態 H乱H6．〃．』・Ap．G、7．P、6．P．〃．fy、Zc．
1）自然状態の雪上
2）混ざった状態
3）除雪の雪上
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".d：カッショクヒメトビムシ，〃6．：ボクシヒメトビムシ，Hj.：イタヤムラサキトビムシ，Ap．：ケントビムシ，
GK：力バイロユキノミ，P，6．：ババユキノミ，P.β、：サヤッメ｜、ビムシ，ノ.y、：クロユキノミ，Zc．：デカトゲ､トビムシ
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各地帯のトビムシ個体数は，平地帯が493個体
(全体の544％)，山地帯が185個体（同204％)，山
岳帯が229個体（同25.2％）であった。平地帯から
半分以上のトビムシが採集された，
種ごとでは，クロユキノミは平地帯から山岳帯ま
で広く分布し，特に山岳帯が多くその地の930％を
占めた。この種は平地帯から山岳帯まで幅広く分布
する種であり，山岳帯は独占する傾向にある。それ
に対してケントビムシは平地帯と山地帯が多く，特
に山地帯が多く86個体（その地で4“％）で，クロ
ユキノミより多かった。ババユキノミも少し個体数
が少ないが同じ傾向であった。サヤツメトビムシと
ボクシヒメトビムシは平地帯に多く，1月と2月に集
中していた。
4．雪上の状態
今回の調査地点は，雪の状態が一部違うので，そ
の違いから以下の3グループ分けた。（）は採集回
数を示す（表5)。
l）林道の雪上は降り積もったままの自然状態（採
集回数は6回）
2）雪渓上と残雪に落枝落葉が混ざった状態（同7
回）
3）積雪の上に除雪の雪が載った状態（同20回）
その結果は，l）自然状態は65個体（7.2％)，2）
混ざった状態は229個体（252％)，3）除雪状態が
613個体（67.6％）であった。これは調査（採集）回
数と個体数がだいたい一致した。
種ごとでは，クロユキノミが雪の状態に関係なく
広く分布していた。特に，雪渓上と残雪に落枝落葉
が混ざった状態で多くその地で98.0％を占めた。こ
れは山岳帯でも同じ傾向であった。ケントビムシは
除雪状態の雪上が多かった。ババユキノミとボクシ
ヒメトビムシは，除雪状態の雪上だけであった。カ
バイロユキノミは自然状態の雪上だけであった。
5．採集された主な種の特徴
今回の採集で個体数の多いツチトビムシ科の3種
について図と特徴を記載する。
クロユキノミD“o"αy"ん加o”（Yosii，1939)は，
今回の調査で17ヶ所採集地点延べ26回採集された。
4箇所（2箇所は2回）ではこの種が単独であった。
採集個体数は521個体である。一般に体長は1.8～2.7
mmで，この個体は23mmである。体色は紺壷色から
青紫色である。全身を長短の単毛で覆い，複毛はな
い（図2-1)。触角は頭部の14倍で，各節の比は第1：
5雪
II：ⅡI：1V節＝7：10：10：15である。眼は8+8の/排
眼よりなり，内gh小眼は小さい。PAO（触角後器＞
は単純な楕円形で，長径は小眼の15倍である（図2
2)。胸部は頭部のL5倍で，各節の比は前：中：後
胸節＝4：20：20である。後肢の主爪には外被のよ
うなl対の側歯を持ち，内縁に1個の内歯を持つ。
副爪は主爪の3分の2の長さ，内縁''1畠広く，1個の内
歯を持つ（図2-3)。腔附節末部の粘毛は長いが，先
端部は針状である。腹部は胸部の2倍で，各節に比
は第1：II：111：1V：V：V1節＝16：19：19：18：8：
10である。跳躍器は触角のL1倍で，各節の比はMo
(柄節）：D(茎節）：Mu(端節)＝15：31：lである。
端節は4歯で，先端歯は大きく絢状，3番目は背面に
あり小さく，4番目は側面にある（図2-4)。茎節末
部腹面の毛は短毛で端節を越えない。この種の主爪
には外被を持つことから，サヤツメトビムシ属
(Pre'o"ycﾙe"α）に近い種である。
ケントビムシAg"e"/α”“α町eUberg，1986は，今
回の調査で19ヶ所採集地点延23回採集された。単独
は氷ノ山の1箇所であった。採集個体数は229個体
であった。一般に体長は3～45mmで，この個体は
43mmであった。体色は灰色から薄いグリーンと変
化が著しい。体表は同じ長さの短毛で覆われる（図
2-5)。触角は頭部の26倍で，各節の比は第1：II：
111：1V節＝10：15：17：17である。眼は8+8の小眼
よりなり，うちghの小眼は小さい。PAOは単純な
楕円形で，小眼より少し小さい（図2-6)。胸部は頭
部のL5倍で，各節の比は前：中：後胸節＝6：15：
14である。後肢の主爪の背面基部には外被のような
皮膜を持ち，内縁には1個の内歯と，側歯を持つ。
副爪は主爪の3分の2の長さ，内縁幅広く三角状に
丸みを持ち，内歯はない（図2-7)。腔鮒節末部の粘
毛は短く，先端部が針状である。腹部は胸部の19
倍で，各節の比は第1：II：111：1V：V：V1節＝9：
13：20：15：6：5である。跳躍器は触角の12倍で，
各節の比はMo：D：Mu＝20：48：lである。跳躍器
はよく発達し，柄節腹面に多数の毛があり，茎節背
面に多数のイボ状突起が並ぶ。茎節末部の内側側面
に端節をはるかに超える長い針状のトゲを持つ（図
2-8)。その針状のトゲと端節の比は4：1である。端
節は3歯で，亜端歯は大きくここより2稜に分かれ
基部に向かう，l稜に小さい歯を1個持つ。
ババユキノミPr”o砂c〃e"a6a6“Yosii，1939は，
今回の調査で8ヶ所採集地点，2～5種類のトビムシ
と共に採集された。体長は4～46mmと大型の種で
ある。この個体は46mmであった。体色は赤紫色か
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図2雪上から採取された主なトビムシ
l～4：クロユキノミL全形（背側面)、2PAOと眼、3.後肢の爪、4跳躍器の茎節末部と端節
ビムシ(須摩，1984）5．全形（背側面)、6PAOと眼、7.後肢の爪、8跳躍器の茎節末部と端節
ユキノミ9．全形（背側面)、lOPAOと眼、1L後肢の爪、12跳躍器の茎節末部と端節
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ら少し黒っぽく，背面に独特の模様があり，側面に
色の薄い斑点も加わる。体毛は中小の単毛で覆われ
各節に数本の長毛があり，その長毛の片面が毛羽立
つ（図2-9)。触角は頭長のL7倍，その比は第1：II：
111：1V節＝6：12：11：15である。眼は8+8の小眼
よりなり，うちghの小眼は小さい。PAOは単純な
楕円形で，小眼より小さく，長径は小眼と同等であ
る（図2-10)。胸部は頭部の1.5倍，その比は前：中：
後胸節＝7：18：14である。後肢の主爪は太く，背
面基部には透明な外被膜をl対持ち，その縁に細か
ギザギザがある（図2-11)。内縁には1個の内歯を持
つ。副爪は主爪の2分の1の長さ，内縁''1畠広く丸み
を持ち，1本の顕著な内歯を持つ。腔附節末部の粘
毛は細く他の毛より長い。腹部は胸部の18倍で，
その比は第1：II：ⅡI：1V：V～V1節＝10：15：16：
14：14である。腹部V節とV1節は融合している。
跳躍器は触角と同等か少し長い，その比はMa：D：
Mu＝15：28：lである。跳躍器の端節は4歯で，先
端歯は小さく，2番目が大きくほぼ直立している
(図2-12)。3番目の歯は背側の稜にあり，2番目と同
じ大きさ，4番目は側面にあり，他の歯より小さい。
端節の側面に1本の毛を持つ。茎節末部腹面の毛は
短毛で端節の中間まで達する。
要約
1．今回23箇所から採集されたトビムシは，3科9
種，907個体であった。ツチトビムシ科のクロユ
キノミが521個体（574％)，次に同科のケント
ビムシが229個体（252％)，3番目も同科のババ
ユキノミが92個体（101％）であった。この3種
で全体の928％占め，この3種が雪上トビムシで
ある。
2．今回の調査から1番個体数が多いのは富山県，次
に山形県，石川県，福井県の順であった。種数は
富山県が9種，他は烏取県を除き3種であった。
3．雪上トビムシの季節的変化は，2月でピークにな
り，消雪と共に減少する。クロユキノミは平地で
は2月，山岳地では5月にピークがあった。ババ
ユキノミはl～3月までで，低温環境に適応して
いる種である。
天
4．クロユキノミは平地から山岳まで広く分布し，特
に山岳の雪渓での割合が多い。
5．クロユキノミは雪渓と残雪に落枝落葉の混ざった
ところに多い。ケントビムシとババユキノミは除
雪上に，カバイロユキムシは自然状態のところに
多い。
6．ツチトビムシ科のクロユキノミ，ケントビムシ，
ババユキノミの3種を図とその特徴を記載した。
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